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  今年の５月３日にわが愛すべき憲法くんが還暦を迎えま

す。 艱難辛苦に耐えてきた歩みをねぎらい、 ますますの

壮健を願って心から祝福すべき日でしょう。

ところが、憲法くんの命をねらう輩が「国民投票法」と

いう凶刃をこの日までに完成させようとしています。 私た

ちに一滴の血も流させなかった憲法くんを切り裂く刃を作

らせてはなりません。

刺客の輩は 「外人が作った子 （押しつけ憲法）」 だと

か、 「できそこない （国際社会にあわない）」 などと誹

謗中傷します。 今や全世界がうらやみ、 見習おうとして

いる模範生の憲法くんを戦の手先に変質させようと攻撃を

しかけてくるのです。

今年の憲法記念日、 刺客の攻撃をはね返して憲法くんを

守る私たちの声を内外に大きくアピールしましょう。 千波

　憲法施行６０周年　憲法施行６０周年　憲法施行６０周年　憲法施行６０周年　憲法施行６０周年

「「「「「５５５５５．．．．．３憲法フェスティバル」３憲法フェスティバル」３憲法フェスティバル」３憲法フェスティバル」３憲法フェスティバル」
                                                       －青空のもと千波湖畔はなみずき公園に集まろう！！－－青空のもと千波湖畔はなみずき公園に集まろう！！－－青空のもと千波湖畔はなみずき公園に集まろう！！－－青空のもと千波湖畔はなみずき公園に集まろう！！－－青空のもと千波湖畔はなみずき公園に集まろう！！－

第４回常任理事会を開催します第４回常任理事会を開催します第４回常任理事会を開催します第４回常任理事会を開催します第４回常任理事会を開催します
憲法を改悪する国民投票法案の情勢が緊迫する中，宣伝行

動などの具体化を含め大会へ向けた大事な話し合いです。

　ご多忙とは思いますがご出席下さるようお願い致します。欠

席の場合は代わりの方の出席をお願いします。　　　　　　　

と　き：３３３３３月月月月月１１１１１４４４４４日日日日日 （（（（（水水水水水）））））午午午午午後後後後後１１１１１時時時時時～～～～～５５５５５時時時時時

ところ：水戸市福祉水戸市福祉水戸市福祉水戸市福祉水戸市福祉ﾎ ﾞﾗ ﾝ ﾃ ｨｱﾎ ﾞﾗ ﾝ ﾃ ｨｱﾎ ﾞﾗ ﾝ ﾃ ｨｱﾎ ﾞﾗ ﾝ ﾃ ｨｱﾎ ﾞﾗ ﾝ ﾃ ｨｱ 会会会会会館館館館館　　　　　中中中中中研研研研研修修修修修室室室室室

議　題：１．当面の闘いについて （国民投票法案反対，宣

伝行動，5.3集会など）

２．県大会に向けて （議案骨子の審議）

　　　　　　３．仲間づくり

４．その他

湖畔の青空のもと、 子どもも若者もお年寄りも誰もが楽

しく集い、 力の出る憲法フェスティバルをともにつくり

ましょう。 「各界・各層から思いを語ろう」 「人文字を

作ろう」 「マスコミに公募して平和を愛する音楽団体の

出演を」 「熱気球をとばそう」 「模擬店もたくさ

ん」・ ・ ・いろんなイメージが出されています。 憲法

くん誕生の真実を描く映画 「日本の青空」 の茨城上映も

この日にスタートし、 大沢豊監督も来水します。 全市町

村上映運動始まりの日です。 県内の９条の会は４０以上

になったとのこと。 世論もまだ騙されていません。 私た

ちが広く手をさしのべて、 憲法くんを守る力をどれだけ

広げられるか、 今年の５月３日はその真価が問われる日

です。

第１回実行委員会第１回実行委員会第１回実行委員会第１回実行委員会第１回実行委員会
　と　き　と　き　と　き　と　き　と　き ：：：：： ３月１１日３月１１日３月１１日３月１１日３月１１日 （日）（日）（日）（日）（日） 午後２時～午後２時～午後２時～午後２時～午後２時～

　ところ　ところ　ところ　ところ　ところ ：：：：： 水戸市国際交流センター会議室水戸市国際交流センター会議室水戸市国際交流センター会議室水戸市国際交流センター会議室水戸市国際交流センター会議室

モモモモモーーーーーツツツツツァァァァァルルルルルトトトトト(?)(?)(?)(?)(?)ががががが語語語語語るるるるる 「「「「「日日日日日本本本本本国国国国国憲憲憲憲憲法法法法法」」」」」

　「週刊金曜日」という週刊誌があり、1ヶ月に1回その読者会を細々と続け

ています。気楽に言いたいことを言う、楽しい集まりです。その日(1月28

日)その読者会に行く途中、少し時間があったので、コンビニの駐車場で暖か

い缶コーヒーを飲みながら、最新号の目次をながめました。

　この週から伊藤真さんの憲法解説がはじまっていました。伊藤真さんについ

ては、「九条の会・かさま」内の世話人の間でも、Kさんが「私も言いた

い」でその文章を紹介し、Hさんからも「とっても分かりやすいのよ」と、

またＩさんからは年賀状で「今、伊藤真さんを読んでます」などその評判が

高まりつつありました。　ということもあり真っ先にその記事「日本国憲法」

前文の解説を読み始めました。読み進むうちに私は不思議な感動を覚えまし

た。読み終えて「いったいこれは何だ！この感動は!」10秒か20秒考えて

すぐ(大変キザですが)「そうだ、これはモーツァルトだ！モーツァルトを聴い

たときの感動だ」と思いつきました。私たち、あるいは戦争、平和、憲法

を語る「正義の人たち」の話または文章はたいてい「ベートーヴェン」で

あると私は思っています。つまり「…かくあらねばならぬ!」「断じて…を、

ゆるしてはならない！」

　べ一トーヴェンは、1770年12月、ドイツのボンで生まれ、1827年57

歳でなくなっています。1789年がフランス革命ですから、彼はブルジョア

ジー(工場主や商人)がもっとも健全な勢力であったとき人格の形成期を過ごして

いたことになります。貴族や教会による農民の士地へのしばりつけが、封建社

会の基礎でしたが、工場主や商人はこのしばりがじゃまでしようがありません

でした。こちらで作った商品をなぜ自由に向こうの町まで売りにいけないの

か。向こうの原料をなぜ自由にこちらにもってこれないのか。

　そもそも物を作り流通させ貴族を含む人々 の生活を支えてるのはわれわれでは

ないか。貴族や坊主とえども、同じ人間ではないか。なぜ、彼らは働かな

くてもあんなにえばって優雅な生活をおくれるのか?その思いが「人間は生ま

れながらにして自由平等で…」という啓蒙思想に高められていく。　　裏面へ

　　　笠西平和の会　田ロ　俊彦

　　　「憲法九条」を守る
　ー再び戦争をする国に歩み出さないためにー

とき　 ３月１７日　午後１時３０分～

ところ　 潮来市津知公民館２階集会室

テーマ　 憲法の生い立ちと今日の問題

講師　 伊達　郷右衛門 （茨城県平和委員会事務局長）

　　　　　　　　　　

呼びかけ団体　鹿行平和委員会

多数の各団体個人の参加をお願いいたします。

　　　　　　　　大名章文 （憲法ネットいばらき事務局）
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表面から

　まさにベ－トーヴェンはこの空気を吸って成長したといえるでしょう。だから

彼の作品には人間の肯定的なものすべてが含まれています。「正義、真実、

愛、勇気、美」。だからこそ時代を超えていまもなお最も大きな感動を私た

ちに与えているのだと思います。

　「おまえは作曲家は誰が一番好きか」と問われれば、ダサいオジンを自認す

る私はためらいなく「ベートーヴェン」とこたえるでしょう。

　一方モーツァルトは、1756年1月オーストリアのザルツブルクにうまれ、

1791年12月、わずか35歳でなくなっています。彼は6歳で最初の作曲を

始めています。まさに神童です。当時の音楽家演奏家はたいてい宮廷に仕えて

いますし、モーツァルトも特に父のレーオポルドはそれを強く希望していまし

た。しかしモーツァルトは身分制度や収入の少なさ、作りたいものも作れない

不自由さから、自立の道を歩みます。自分の作品がそして演奏が人々に広く受

け入れられるという絶対の自信があったためでしょうか。家計が火の車のような

生活の中で、神に導かれるごとく、次から次と沸き出る調べを5線に書き付け

ていきました。まさに「天上の調べ」としかたとえようのない美しい旋律の

数々 です。

　私が、 伊藤真さんの憲法前文の解説に、 このモーツァルト

の調べを重ね合わせたのはなぜでしょう?たとえば次の1 節で

す。 「私は、 この前文の平和主義の基本にある、 『平和を愛

する諸国民の公正と信義に信頼して』という言葉にく惹かれます。

　外国を信頼するなんてもっての外だとの声も聞かれますが、

ここでは外国を信頼しろとは一言もいっていません。どのよう

な国であっても平和を愛する人はいるはずだ、 その人びと

(Peaselov inoles)を信頼して平和を実王するといっているので

亘」」 また、 次のような一節もあります。 どこの国でも国民

の多数派はときに過ちを犯します。 中略…

　国民の多数意見に従った民主主義だからといってそれが正し

いという確証はありません。そこでそのときどきの多数の国民

が雰囲気に流されて間違った判断をしないように、予め頭が冷

静なときに、 多数決でやってはいけないこと、 多数決で奪っ

てはならない価値を決めて列挙しておきました。それが憲法で

す」 伊藤さんは 「憲法を守らなければならない」 とは言いま

せん。 「日本国憲法はこんなにすばらしいんだよ。 こんなに

素敵なことが書いてあるんだよ」と詠唱して(うたって)いるだ

けなのです。 多少大げさですが全編が 「天上の調べ」 のよう

に清澄で美しく語りつづられています。

　教育基本法を衆議院で野党不在のまま強行採決し、「5年以

内に改憲の道すじをつける」 という安倍内閣の暴走を前にし

て、 伊藤さんはどのような講演をしてくれるでしょうか。 今

回は多少ベートーヴェン的にならざるを得ないのではないかと

思いますが、 今からワクワクして待っています。

　音楽について、特に感性も知識も持ち合わせていないひとり

の元労働者の、独断と偏見に満ちた駄文であることを承知で、

書きつけてみました。 しかし、 伊藤真さんに関するホーム

ページを見ていると、 元労働者のこの稚拙な感想が、 伊藤さ

んの文章に接した全国のみなさんの感動とは、それほどかけ離

れてはいないのではないかと思っています。 最後に、 モー

ツァルトとベートーヴェンの" 名誉 " のためにひとこと申し添

えますが、 モーツァルトにも、 とくに後期の作品にベートー

ヴェンを思わせるような力強い曲が、そしてベートーヴェンに

もモーツァルトやショパンにおとらない美しい曲がいくつもあ

ると思っています。 ちなみに、 このふたりの大作曲家は生涯

たった一度会っています。 モーツァルトが31 歳、 ベートー

ヴェンが1 6 歳のときでした。 このときモーツァルトはべ一

トーヴェンのただならぬ才能に「彼はいまに世の注目を浴びる

音楽家になるだろう」 と言ったと伝えられています。 　終

国民投票法案廃案・撤回の署名と
　　　　　　　　　宣伝行動に参加しよう
　東海平和委員会幹事会は1 月25 日に駅頭で自由法曹団作

成の国民投票法反対読本35 0 冊を配布しました。緊迫した

情勢の中、危険な法案の中身を一人でも多くの村民に知らせ

るため、 会員の皆さんにチラシと署名用紙を届け、 次のご

協力をお願いしています。

　○3月14日(水)7時から8時　東海駅頭でチラシ配布予定。
　○ご近所の周り、 10 人ヘチラシを配布して下さい。
　○国民投票法案反対の署名を一人10名を集めるお願い.
　幹事に個々人が出来ることを連絡くれる事をお願いします。


